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刀根山支援学校の皆さん、令和２年度もその年度末を迎えることとなりました。今年度を振り返ると、

何をおいても思い起こされるのは新型コロナウィルスに翻弄された一年間であったなぁということで

す。 おそらく令和２年度は、日本の歴史のみならず世界の歴史においても、大きな転換点と記憶される

年度となることでしょう。 

 しかし、皆さんはこの一年間、本当によくがんばって学校生活を送ってくれましたね。これまで通りの

行事や授業がなかなかできない中でも、それぞれが工夫をし、今できることを考え、今だからできること

に取り組んでくれました。その姿は、私たち教職員にとって何よりの心の支えであり、私たちを励まして

くれました。改めて、皆さんに感謝の気持ちを伝えます。本当にありがとう。 

 さて、もうすぐ新しい年度を迎える４月がやってきます。皆さんもそれぞれに、新しい進路や学年に進

むことになります。きっと期待に胸を膨らませていることでしょう。もちろん、その中では楽しいこと、

うれしいことばかりではなく、たいへんなことも待ち受けています。けれど、私たちは皆さんがそれらを

乗り越えて、元気に歩んでくれることを信じています。困った時は、刀根山支援学校で学んだことを思い

出してください。悩んだ時は、刀根山支援学校の先生方に相談してください。 

 どこにいても、私たちはいつも皆さんの思いに寄り添っていきたいと思っています。４月からの新しい

生活が、皆さんにとって幸多からんことを、心から祈っています。       校長 門田 浩一 

【卒業生への言葉】 

○高等部 

NAくん、NYくん、御卒業おめでとうございます。

4月からは社会人ですね。家族や友人への感謝の気持

ちを忘れずに、それぞれの道で頑張ってくださいね。

これからも、２人のことを応援しています。 

○中学部 

MYくん中学部卒業おめでとう。４月からは高校生

ですね。いろんな経験やチャレンジをして素敵な高校

生になってください。高等部でも活躍する姿を楽しみ

にしています。     本校教育部 教職員一同 

 
【卒業生への言葉】 

Sくん・Sさん、ご卒業おめでとうございます。 

刀根山支援学校での生活は、いかがでしたか？S

くん、たくさん音楽を聴いて、たくさん絵本を見

て、たくさん作品を作り、友だちや先生たちとのや

り取りも大いに楽しみながらいつも素敵な笑顔を見

せてくれましたね。Sさん、最後まで諦めずに勉強

を頑張ろうとする姿が輝いていました。休憩時間は

楽しく制作活動をして、笑い話もたくさんしました

ね。Sくん・Sさん、中学生になっても、笑顔を大

切にしてください。6年間本当によく頑張りまし

た。これからも応援しています。   

 訪問教育部 教職員一同 

 

【卒業生への言葉】 

ご卒業おめでとうございます。 

『毎日の小さな努力の積み重ねが歴史を作っていく

んだよ』宿題の中で出されたこの言葉を覚えています

か？この１年間限られた環境の中でも、皆さんのたく

さんの努力が見られました。運動会のダンス

“CHEERS”や、あおぞら走ろう会では、日々の小さ

な努力を積み重ね、本番ではみんなの輝いている姿が

見られました。卒業後も何か小さなことでもいいの

で、努力をすることや継続することを意識して、さら

に輝き続けてほしいと思います。 

大阪精神医療センター分教室 教職員一同 

 
【ロボットプログラミング選手権全国大会】 

 

 

令和3年2月3日にロボットプログラミング選手

権の全国大会が開催されました。生徒たちがプログラ

ミングしたロボットで相撲をする大会です。近畿・東

海・北陸地区大会を優勝した本校の「チームDGN」

は、１回戦で市立札幌山の手支援学校と対戦しまし

た。見事3本とも勝利し、2回戦に進みました。2回

戦は、千葉県立四街道特別支援学校との対戦でした。

手に汗握る白熱した戦いでした。惜しくも１勝２敗で

負けましたが、全６２チーム中のベスト８でした。 
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訪問教育部 本校教育部 

☆☆T-NET 活動（外国語活動）☆☆ 

今年度は７月、１１月、１月にフィリピン出身の

ジェニファー先生を迎えて、T-NET 活動を行いま

した。最初の活動回でジェニファー先生と生徒たち

がお互いに自己紹介を行い、好きなこと、興味のあ

ることについて英語で話しました。 

 ２回目、３回目の活動では、刀根山支援学校や

日本のことについてクイズ（ジャパディ）を楽し

み、フィリピンで人気のある食べ物や動物、植物

についても学びました。フィリピンで有名な食べ

物や動物などの写真を見て、驚く場面もありまし

た。生徒たちは少し緊張しながらも、とても楽し

んで活動に参加し「英語をもっと話せるように頑

張って勉強したい」「フィリピンの文化を知れて、

とても楽しかった」などの感想をもちました。 

☆☆校内実習☆☆ 

 1 月 12 日～15 日までの 4日間、愛知県の一般

社団法人「福祉情報技術サポートセンター(WICT)」

様と連携して、校内実習を行いました。今回の実習

では、「在宅就労という働き方を体験する」ことを

テーマにしました。WICT 様で実際に導入されてい

るグループウェア(iQube)を活用して、PC 上で「出

勤」や「退勤」、「メールでの仕事のやり取り」、「成

果物の送信」、「レポートの作成」などを行いました。 

 チラシの作成やスクラッチ教材の作成などに集

中して取り組むことができました。 

生徒たちは、この実習を通して「家にいながら働

けることを初めて知れて良かったです。」「もっと

PC を学んで、より活躍できるようになりたいで

す。」など、前向きな感想をもちました。来年度も

校内実習を行い、生徒たちの就労意欲の向上に繋げ

ていきたいです。 

☆☆文化祭☆☆ 

12 月 12日(土)文化祭を行いました。今年度は,

感染症予防のため発表時間の短縮を行い、マスクと

フェイスシールドを着用しながらの舞台発表のみ

を実施しました。生徒たちは、限られた時間いろい

ろな制約の中でも、楽しみながら工夫をこらした計

画をたて、一つ一つ丁寧に練習を積み重ねていまし

た。特に、今年度は保護者参加の演目や、生徒が自

分の好きなものをプレゼンテーションしていくプ

レゼンテーションリレーなど新たな取り組みがあ

り、参加者からは、「一体感がうまれた」や、「一人

ひとりの人間性が見られてよかった。」などの感想

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆☆国立循環器病研究センター☆☆☆ 

現在、小学部７名、中学部１名が在籍していま。

今回は授業で作った作品を紹介します。 

 

小学校卒業おめでとう。低学年の時には授業

の途中で眠ったり、泣いたりすることもありま

したが、この 6 年間でずいぶんお兄ちゃんに

なりました。授業が好きで先生方の姿を見る

と、いつも嬉しそうな表情で、元気一杯声を出

していました。中学生になっても人との関わり

を大切にし、そしていつまでも笑顔でいられる

よう見守っていきます。先生方、6年間ありが

とうございました。  小学部 Sくんの保護者 

小学校卒業おめでとう。通学路は遠く心配

したけど、楽しく話しながら帰ったり、歌っ

て帰ってきたりしながら、がんばって通いま

したね。いろいろありながらも楽しく過ごせ

たのではないでしょうか。いつも努力をし

て、自分の居場所を見つけられるあなたはす

ごいと思います。これからもいろいろな事が

あると思いますが、人の気持ちに寄り添うこ

とができ、判断できるあなたならどこにいっ

てもがんばっていけると思います。中学校は

周りの環境が変わったので大変だと思いま

す。そばにいます。のびのびやって下さい。

今まで支えて下さった方々、ありがとうござ

います。感謝でいっぱいです。これからもよ

ろしくお願いします。小学部 Sさんの保護者 

☆☆☆国立循環器病研究センター☆☆☆ 

現在、小学部７名、中学部１名が在籍して

います。今回は授業で作った作品を紹介しま

す。 
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大阪大学医学部附属病院分教室 大阪精神医療センター分教室 
 

◆あおぞら走ろう会◆ 

 「あおぞら走ろう会」が行われました。1周約

300mのグラウンドを小学生低学年は３周、高学

年は４周、中学生は6周走ります。とても寒い日で

したが、小学生も中学生も自己タイムの更新をめざ

して、頑張って走りました。 

 病棟からも多くのスタッフの方々が応援に駆け

つけていただきました。 

 この日に向けて、11月から2か月かけて、毎週の

体育の時間に練習を積み重ねてきました。 

 分教室の玄関には持久走のタイムが掲示されて

います。喜びながら「今日は自己記録を更新した」

など報告に来る子どももいました。 

 翌日の朝の会の時間に表彰式が行われました。一

人一人みんなの前で表彰状を受け取りました。 

先生から「皆さんよく頑張りました。順位を比べ

るのではなく、みんなが自己ベストをめざして、頑

張る過程こそが大切なのです」という話がありまし

た。子どもたちも誇らしげに話を聞いていました。 

 

◆わにタイム～自立活動～◆ 

 大阪精神医療センター分教室には毎日、「わにタ

イム」という自立活動の時間があります。 

 晴れの時は体を動かしてみんなで楽しく遊んで

います。いろんな鬼ごっこを始め、ドッヂボールや

サッカーをして遊びます。先生たちも本気です。 

 雨の日は、トランプやカードゲームなどをして遊

びます。友だちと仲よく活動することを目的として

います。 

 

◆クラブ活動◆ 

 今年度は中学生を対象に、2学期に1回、3学期に

3回の活動を行いました。テニス、けん玉、手芸の

3種類のクラブに分かれて、生徒各々で決めた活動

に参加しました。 

 テニス部は、ラケットの握り方や振り方から教わ

り、ひも付きテニスボールを使って打つ感覚をつか

み、実際にペットボトルに向かって命中させる中で、

楽しんで取り組んでいました。 

 けん玉部は、けん玉検定に向けて練習し、技の上

達をめざしていました。検定中は真剣な表情で取り

組んでいました。 

 手芸部は、小さな織り機を使ってコースターを作

成しました。静かな中で集中して取り組み、自分だ

けの作品を作り上げました。 

 1 月 15日に「お正月」

をテーマにお楽しみ会を

行いました。 

書き初めは、いくつかの

字の中から選んだり自分

で考えたりして、新春らし

い言葉を書きました。言葉

に魂が宿るといわれます

が、みなさんにも、書き初

めに込めた子どもたちの

フレッシュなパッション

を感じていただけるのでは

ないでしょうか。 

次は凧作り。わずかな風

でも飛ばすことができるミ

ニ凧に好きなイラストを描

きました。今年の干支の牛

を描いたり、漢字一文字を

大胆に描いたりして、思い

思いのデザインに仕上げま

した。風をはらみ軽やかに舞い上がるミニ凧。笑顔

で見上げる子どもたち。エールが教室の中をやわら

かな風となって駆け抜けました。 

 ベッドサイド学習では、凧作りやおはじき遊び、

けんだま、あやとりなどを楽しみました。ガラス製

おはじきの色味や形が少しずつ違うことに気づき、

色ごとにまとめたり積んだりするなど、いろいろな

遊びができることを発見したね！素朴なおもちゃ

っておもしろいね！  

前号でお知らせした、小学部朝の会の「はてなボ

ックス」コーナーは、満を持してリニューアルしま

した。話し合ったりみんなの前で話したりする力に

アプローチできるよう、パワーアップしています。

今後にご期待ください！ 

前号で好評だったなぞなぞコーナーから、子ども

たちも教員も頭を悩ませた良問を出題します。 

 

これをつけて食事をすると、かまずにまるごと飲
み込んでしまいます。さて、そのつけるものとは
なーんだ？ 
 ヒント：「かめない」の言い方を変えると、 

     「か○○」。漢字では二文字です。 

吹いた！新春清風 

こんなことしてるよ！ 
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関西医大総合医療センター分教室 

（ 滝 井 ） 
 

関西医大附属病院分教室 

（ 枚 方 ） 
 

日差しが暖かくなり、よう

やく冬の寒さが緩んできま

したが、前回お伝えした関西

医科大学総合医療センター

のホスピタルガーデンも春

に向かって花々の芽がほこ

ろび始めました。コロナ禍に

あって人類は変化を迫られ

ました。しかし、自然は動じ

ることなく変わらず時が流

れていきます。難しいことですが、自然との共生は

大切なことだと改めて感じさせられます。児童生徒

にとって、新しい生活様式に慣れることも必要です

が、大いに自然にふれる生活も大事なことかもしれ

ません。 

花々のほころびる時期は、

中学 3 年生にとっては進路

選択のシーズンでもありま

す。分教室の生徒のなかには

入試問題に取り組んだり、進

路先を考えたりしている生

徒もいます。進路を決めるの

は難しいことで、自分ひとり

の判断では決められないこ

ともあります。地域の中学校と連携を取りながら、

生徒の進路選択に役立ててもらおうと、進路担当の

教員が通信制の学校について説明をしました。生徒

たちが自分の進路を考える機会になったようです。 

分教室では一人ひとりが自分の望む進路を実現

できるように支援しています。春になると花々が咲

くように生徒の夢が咲くことを期待しています。 

今年度はリモート授業も

ありましたが、家庭科では玉

どめ、玉むすび、ボタン付け

などの練習としてフェルト

を使った小物づくりをしま

した。コースターやカードケ

ース、ペンケースを作る中で

ブランケットステッチにも

挑戦。最初は慣れない手つきでしたが、縫い進める

うちに「これ、はまりそう。」という生徒やオリジ

ナルデザインのペンケースを作った生徒もいまし

た。一人ひとり、色や型が異なる力作ばかりで、み

んなとても満足そうに自分の作品をながめていま

した。リモート授業では味わえない達成感を感じて

いたようです。 

 

 

 

 

当日は雨模様でしたが、直前に雨もやみ、晴れバ

ージョンで実施することができました。今回はプロ

ジェクターを使い、ホワイトボードの大画面上に飛

行機がうつるようにしました。機体の音とともに、

飛行機が見えると、そちらを見て、子どもたちも喜

んでいました。児童の保護者も見に来てくださり、

一緒に Web 授業を楽しむことができました。質問

タイムでは、代表者１名がマイクに顔を近づけてし

っかりと発表することができました。飛行機のタイ

ヤが機体の大きさによって違うことや、想像してい

たよりも機体が大きいこと

に驚いている児童もいまし

た。グランドハンドリング

の仕事について認識を深め

られる良い機会となりまし

た。☆彡 

 

 

1 月 22日(金)の 2・3 時限目に、外国人教師を

招き、国際理解教育を行いました。今回のテーマは、

“さまざまな国の食文化について知ろう！”でした。

外国人教師の母国のフィリピンでは、いったいどん

な食べ物がよく食べられているのかについて学び

ました。正解はバナナです！屋台では、焼きバナナ

が美味しくってよく売られているそうです。日本で

は柿を食べますが、フィリピンでは柿を食

べること自体が珍しいということも話題

にのぼりました。後半は３HintGame に

挑戦しました。“Rock, Paper,Scissors, 

go!!”と言いながら、じゃんけんをし、勝った人が

サイコロをなげ、双六をします。とまったところに

書かれてあるHint を読み、カー

ドを当てていきます。接戦にな

ってくるとおおいに盛り上がり

ました。単語を楽しみながら覚

えることができました♪♪ 

 

 

ANA・オンライン授業 

Tnet 国際理解教育 

小学部 ～卒業にむけて～ 

 ご卒業おめでとうございます。 

多くの人と積極的に関わり合い、明るい雰囲気

を作ってくれていましたね。野球の話はとても

盛り上がりました。これからの輝かしい日々を

新たな気持ちで迎えてください。 


